
 

 

 

 

•PCR法によるCampylobacter jejuni の血清型別法の検討

研究の名称

•Campylobacter jejuni（C. jejuni ）の血清型別について、PCR法を用いた

遺伝子解析法の有用性を評価する。

•疫学調査の質の向上と検査の効率化に役立てる。

研究の概要

•令和元年度

研究の期間

•食品収去検査、食中毒事例、感染症発生動向調査事業において検出されたC. 

jejuni の菌株

使用する試料

•菌株を使用し、他の情報は使用しない。

使用する情報

•香川県環境保健研究センター 微生物担当 岩下 陽子

試料・情報の管理責任者


